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(１)法人組織運営 

1. 2022 年度に選出された評議員、理事、支部代表の元、学会運営が執り行われた。 

2. 本部運営に関して、各委員会活動と、その統括を総務委員会にて執り行われた。 

3. 統合後の中部支部を含め、６支部体制となった。 

4. 事務局業務の一部外注化(会員管理、郵便物発送、年会費、参加費支払い)は、メネルジア (Menergia)を

採用し、導入を進めている。 

(２)学術集会開催事業 

1. 第 4 回を山本勝徳大会長、藤田志保副大会長にて、2023 年 11 月 11 日、12 日の現地開催と、

11 月 25 日 ～12 月 2 4 日のオンデマンド配信にて開催した。 

2. 配信会社は使用せず、中部支部の評議員・世話人にて運営と映像配信を行った。 

3. 参加者の総数は 390 名であり、第１回目以降、最多の参加者数となった。 

4. 企画は、教育講演 3 題、特別講演 1 題、教育セミナー 2 題、シンポジウム 2 企画、 講習会報

告、組織調査報告、一般演題 18 題であった。 

5. 後援団体 7 団体、参加企業 10 社であった。 

6. 第 5 回を黒﨑幸子大会長、武井洋一郎副大会長にて、「時代が求める睡眠検査」をテーマとし、

2024 年 11 月 9 日、10 日 の現地開催と、11 月 23 日～12 月 22 日のオンデマンド配信を予定

している。 

(３)支部例会活動 

1. 6 支部全てで例会が開催され、全体で計 10 回例会を開催した。 

2. 各支部にて開催方式(オンデマンド、ライブ、ハイブリット配信、現地開催)が決定され、 実施

された。ウェブ開催の場合、所属支部以外の参加があり、参加人数の増加が認められる。 

3. 参加費の支払いにはクレジット決済の導入が始まった。 

(４) 広報活動 

1. ニューズレター(第 4 号)の発行を行い、会員への郵送を行った。 

2. 学術集会抄録集を、会員への郵送を行った。 

3. 支部例会動画、講習会動画の掲載を行った。 

(５)日本睡眠学会(JSSR)との協働関係構築 

1. 第 4 回学術集会にて、JSSR 専門技師に対して、JSSR 認定更新 5 単位付与した. 

2. JSSR からの派遣理事 (内村直尚理事長、中山秀章教育委員会委員長)による JSSR の活動(睡 眠

科標榜、AASM マニュアル翻訳など)への理解が促された。 

(６)その他事業 

1. 第 3 回講習会「PSG 解析ルールの習得に向けて ～実波形を用いた PSG 解析～」の テーマで、

オンデマンド配信(2024 年 8 月 5 日～20 日)を行い 218 名が参加した。 

2. 組織調査では「簡易呼吸モニターの使用状況」の実態調査を会員に対し行った。 


